
令和の日本型学校教育の要点の
一つとして挙げられる「個別最適
な学び」について、みなさんの学
校ではどのように取り組み始めて
いますでしょうか。この学びは、
初等中等教育に限らず、高校、大
学においても欠かせない視点で
す。
「個別最適な学び」の概念は、
学習者視点で「指導の個別化」と
「学習の個性化」として整理した
ものです。似たような言葉に「個
に応じた指導」がありますが、こ
れは「個別最適な学び」を教師視
点から整理した概念です。文部科
学省の「個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実」では、「『指
導の個別化』は一定の目標を全て
の児童生徒が達成することを目指
し、個々の児童生徒に応じて異な
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個別最適な学びにおける
デジタルコンテンツの活用例

る方法等で学習を進めることであ
り、その中で児童生徒自身が自ら
の特徴やどのように学習を進める
ことが効果的であるかを学んでい
くことなども含みます」と書かれ
ています。これは従前から重要視
されている概念と同じように思え
ますが、特に強調されているのは
ICTの活用です。

そもそも一対多の授業では、生
徒の理解力や技能には差があるの
で、教師一人で指導するのは大変
なことです。今は、GIGAスクー
ル構想で整備されたコンピュータ
で、生徒は手元で動画等のメディ
アにアクセスできます。動画をコン
ピュータで視聴するよさには、一
時停止ができること、戻って見直
す、自分が理解できる最適な再生
速度にできる、字幕表示ができる、
等があります。こうした機能を使
えるようにするのも情報活用能力
の育成ですし、こうしたスタイルの
授業ができる学習規律も重要です。

対面授業でも動画を
個別に視聴させる
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例えば、材料加工の指導で動画
共有サイトを使用することもでき
ますが、広告や関連動画等で集中
を妨げます。また音声が説明の中
心となるものが多く、生徒はイヤ
ホンが必要になってしまいます。
そこで、試していただきたいのは
デジタル教科書の動画コンテンツ
です。図 1は開隆堂の技術分野
の材料取りの動画コンテンツの目
次です。「学習の個性化」という
観点では、こうした動画の中から、
自分が学ぶ必要がある加工技術を
生徒自身が選択することに意味が
あり、主体的な学びとしての意義
も高くなります。また、デジタル
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スマートフォン、タブレットなどのモバイルデバイスの教育利用や、授業改善・分析手法および分析システムの開発、情報モラル、そして
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図 1 　デジタル教科書での動画コンテ
ンツのリスト



教科書の動画は再生時間も短く、
図 2のように要点が言葉ではな
くテロップで説明されています。
作業音を確認できなくはなります
が、やり方を理解するのであれば
ミュートでの視聴でも十分です。
さらに、画面右下の縦 3点ドッ
トからは再生速度を変更できるの
で、しっかり確認したいという生
徒の動機にも応えることができま
す。そこで理解できた生徒は作業
に進ませ、その動画で十分理解で
きない生徒には、教師が個別にケ
アするのです。
図３は、生徒が実習室に自分の
端末を持ち込み、自分の学習ペー
ス・理解の程度によって、動画を
一時停止しながらけがきの作業を
している様子です。

図 2　要点をテロップで説明

図 3 　生徒ごとに動画を見ながら、自
分のペースで作業を行っている

実際に生徒を個別指導する際
は、これまでの学習状況と教師に
よるその場の見取りで、気が付い
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た生徒に対して個別に指導する
ケースが多いと思います。時数が
足りない中での個別指導は重要な
意味を持ちます。教師が長年の指
導の勘で、重点的に指導する生徒
の優先度をつけることは当然ある
ものですが、本当にそれだけで効
果的な指導といえるでしょうか。
現在文科省では、「ICT を活用す
ることで得られる新たなデータも
活用し、きめ細かく学習の状況を
把握・分析したり、個々の児童生
徒に合った多様な方法で学んだり
していくことで、確実な資質・能
力の育成につながっていくこと」
も期待しています。ワークシート
の毎時間の振り返りをオンライン
フォームで回答させ、小テストを
フォームの自動採点機能を使って
継続的にデータを見るだけでも、
教師の思い込みの指導を避けるこ
とにつながるでしょう。
そうした従来の紙の方法をデジ
タルに置き換えるだけではなく、
新しい方法で学習データを指導に
応用する取り組みも始まっていま
す。図 4は、京都大学の緒方先
生のグループが開発している
BookRoll という教材配信と学習
ログが記録できるシステムを使
い、生徒に重要なところをマーキ
ングさせた様子です。色が濃く
なっている箇所ほど、大勢がマー
キングしたことを意味します。こ
の例では、「さしがね」という用
語より「基準面にしっかりあてる」
ことを重要視していることがわか
り、作業上の注意がよく意識され
ていることが客観的に把握できま
す。

自分のノスタルジーや思い込み
の指導観に囚われてはいけませ
ん。今の子どもたちは、多様なメ
ディアから学ぶことが当然の世界
に生きています。教える側が教師
しかいなかった時代とは違うので
す。時数不足の技術・家庭科です
が、教師が支援の必要な生徒に、
より重点的な指導を行う等の効果
的な指導を実現することや、生徒
一人ひとりの特性や学習進度、学
習到達度等に応じ、指導方法・教
材や学習時間等の柔軟な提供・設
定を行うことで授業をすることが
可能です。個別最適な学びについ
ては、デジタルコンテンツだけが
ICT 活用なのではありません。
学習データやログ、協働的な学び
についても合わせて理解しておい
ていただければと思います。

参考
文部科学省：個別最適な学び」と「協働的な学
び」の一体的な充実、https://www.mext.
g o . j p / a _m e n u / s h o t o u / n ew - c s /
senseiouen/mext_01317.html
京都大学�学術情報メディアセンター�緒方研究
室：デジタル教材配信システム『BookRoll』，
https://www.let.media.kyoto
-u.ac.jp/project/digital-teaching-material-
delivery-system-bookroll/

おわりに４

図 4　生徒が要点をマーキングした例
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